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置
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計

補
正
予
算
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
関
連
の
経
費
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
も
の
と

し
て
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
で
は
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
を
控
え
た
保
護
者
に
保
育

料
の
一
部
を
返
還
す
る
経
費
６

８
１
２
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
世
帯
臨

時
特
別
給
付
費
と
し
て
、
感
染

拡
大
の
影
響
を
踏
ま
え
、
ひ
と

り
親
世
帯
の
子
育
て
負
担
の
増

加
や
収
入
減
少
に
対
す
る
支
援

を
す
る
経
費
２
億
４
８
８
６
万

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
教
育
の
情
報

化
推
進
事
業
で
は
、
小
・
中
学

校
に
１
人
１
台
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
整
備
す
る
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
係
る
経
費

14
億
２
４
７
５
万
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
、
全
員
異
議
な
く

可
決
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

相
模
小
学
校
新
築
工
事

（
プ
ー
ル
棟
・
建
築
）
の
予
定

価
格
が
１
億
７
千
万
円
以
上
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
の
議
決

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
入
札
の

経
緯
や
整
備
内
容
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
同
意

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

関
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
各

氏
と
も
全
員
異
議
な
く
同
意
し

ま
し
た
。

○�

伊
藤
啓
子
氏
（
東
真
土
二
丁

目
）

○
猪
俣
誠
造
氏
（
上
吉
沢
）

○
上
原
敏
行
氏
（
長
持
）

○
奥
山
重
子
氏
（
岡
崎
）

○
香
川
正
明
氏
（
岡
崎
）

○
小
宮
勝
氏
（
横
内
）

○
笹
尾
美
香
氏（
南
原
二
丁
目
）

○
佐
藤
光
夫
氏
（
下
島
）

○
清
水
二
生
氏
（
南
金
目
）

○
髙
橋
立
一
氏（
平
塚
四
丁
目
）

○
露
木
潔
氏
（
山
下
）

○
長
尾
均
氏
（
豊
田
宮
下
）

○�

松
木
寿
永
氏
（
東
真
土
三
丁

目
）

○
横
山
篤
正
氏
（
上
吉
沢
）

　

今
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
本
会
議
の
出
席
者
数
を
調

整
し
、
間
隔
を
空
け
た
座
席
配

置
に
し
た
ほ
か
、
質
問
時
間
を

短
縮
す
る
な
ど
、
密
集
を
避
け

た
会
議
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

総
括
質
問
で
は
、
市
が
実
施
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
対
策
や
、
中
止
・
延
期

と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
予
算
措

主 な 内 容
総括質問 ――――――――� 2～7面
清風クラブ�  2・3
　野崎審也　諸伏清児　坂間正昭
しらさぎ・無所属クラブ�  4
　江口友子　金子修一
公明ひらつか� 5
　鈴木晴男　上野仁志
湘南フォーラム� 6
　出村　光
日本共産党平塚市議会議員団� 6
　石田雄二
無所属� 7
　久保田聡　小泉春雄
常任委員会の審査概要 ―― 3・5面
審議の結果 ―――――――― 7面

　
平
塚
市
議
会
は
、
令
和
２
年
６
月
２
日
か
ら
６
月
25
日
ま
で
、
24
日
間
の
会
期
で
６
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
２
年

度
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
22
案
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お

り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
意
見
書
提
出
に
関
す
る
1
件
の
会
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
７
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
教
育
の
情
報
化
を
推
進

　

令
和
２
年
５
月
18
日
に
、
市

議
会
５
月
臨
時
会
を
開
催
し
、

議
案
質
疑
や
常
任
委
員
会
委
員

な
ど
の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
で
は
、
市
長
提
出

議
案
と
し
て
、
条
例
の
一
部
改

正
や
専
決
処
分
の
承
認
、
人
事

案
件
な
ど
11
案
件
が
提
出
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承

認
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
度
一
般
会
計
、
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
及

び
病
院
事
業
会
計
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
係
る
経
費
に
つ
い
て
迅
速
に

対
応
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
、
補
正
予
算
の
専
決
処
分

が
行
わ
れ
、
議
会
の
承
認
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長

な
ど
の
特
別
職
員
の
給
料
月
額

を
削
減
す
る
条
例
改
正
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
、
議
員

の
報
酬
月
額
の
削
減
に
関
す
る

会
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
議
案
と
審
議
の
結
果
は
２

面
、
新
し
い
常
任
委
員
会
な
ど

の
委
員
構
成
は
８
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
質
疑
が
集
中

５
月

臨

時

会

を

開

催

●自治会館等整備助成事業
　自治会館建て替えの助成経費…………�315万円
●予防接種事業
　�ロタウイルス及び風しんの予防接種の実施に伴

う経費…………………………………�4,293万円
●破砕処理施設運営事業
　�粗大ごみ破砕処理場の搬出コンベヤ修繕に伴う

経費………………………………………�300万円
●農道・用排水路維持管理事業
　農道及び用排水路の改修に伴う経費
　…………………………………………�1,800万円
●橋りょう震災対策事業
　�地震による橋りょうの倒壊を防止するための耐

震化工事に伴う経費…………………�4,550万円

一般会計補正予算の一部を紹介

　

市
議
会
議
員
在
職
25
年
以
上
と
な
る
議
員
及
び
４
年

以
上
正
副
議
長
の
職
に
あ
っ
た
議
員
が
、
全
国
市
議
会

議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
終
了
後
に
、
議
長
か
ら
表

彰
状
の
伝
達
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

市
議
会
議
員
在
職
25
年
以
上
と
な
る
議
員

○
山
原
栄
一
議
員
（
湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

○
出
村
光
議
員
（
湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

４
年
以
上
正
副
議
長
の
職
に
あ
っ
た
議
員

○
山
原
栄
一
議
員
（
湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

２議員表彰される

「
夕
照
の
海
辺
」

�

―
暮
れ
ゆ
く
夏
の
平
塚
海
岸
―

令和2年6月 市議会定例会


